
平成23年度事務事業評価表（平成22年度振り返り）

政策名

所管課係名

事業費
（実績額）

人件費
（理論値）

トータル
コスト

実績値 実績値 実績値 ① ② ①＋② 事業費
（実績額）

事業費
（実績額）

（ 単位 ） （ 単位 ） （ 単位 ） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

□ ■ □ 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

23 60 42.83 必要性 4 有効性 3 達成度 3 効率性 3 必要性 4 有効性 3 達成度 3 効率性 3

（ 人 ） （ 回 ） （ ％ ）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

財源 □ □ ■ 23 60 44.93

上乗 □ （ 人 ） （ 回 ） （ ％ ）

■ □ 全部委託 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 23 57 48.82

□ （ 人 ） （ 回 ） （ ％ ）

□ □ ■ 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

108,257 91 3.67 必要性 4 有効性 4 達成度 3 効率性 3 必要性 4 有効性 4 達成度 3 効率性 3

（ 人 ） （ 回 ） （ ％ ）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

財源 □ □ ■ 108,054 95 3.89

上乗 □ （ 人 ） （ 回 ） （ ％ ）

□ □ 全部委託 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

■ 一部委託 □ 補助・助成金 107,615 94 4.83

□ （ 人 ） （ 回 ） （ ％ ）

□ □ ■ 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

108,257 25 3.07 必要性 4 有効性 4 達成度 3 効率性 3 必要性 4 有効性 4 達成度 3 効率性 3

（ 人 ） （ 回 ） （ ％ ）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

財源 □ □ ■ 108,054 26 3.04

上乗 □ （ 人 ） （ 回 ） （ ％ ）

□ □ 全部委託 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

■ 一部委託 □ 補助・助成金 107,615 26 3.24

□ （ 人 ） （ 回 ） （ ％ ）

□ □ ■ 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

26 1 26 必要性 4 有効性 4 達成度 4 効率性 4 必要性 4 有効性 4 達成度 4 効率性 4

（ 団 体 ） （ 件 ） （ 団 体 ）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

財源 □ □ ■ 27 1 27

上乗 □ （ 団 体 ） （ 件 ） （ 団 体 ）

□ □ 全部委託 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

□ 一部委託 ■ 補助・助成金 26 1 26

□ （ 団 体 ） （ 件 ） （ 団 体 ）

事業費の概要説明
事務事業の方向性、項目別評価

及びその理由等

特定財源に伴う一般財源 一般財源 全庁評価会議
（24年度に向けた

方向性等）

16-06

16-06-04

生涯学習課
ｽﾎﾟｰﾂ振興係

根拠
法令
等

自主的 義務的 努力義務的

体育協会活動支援事
業

市全額

市独自上乗せ（上乗・横出）

事業
形態

体育協会
加盟団体数

事業件数
体育協会
加盟団体数

・社会教育法
・スポーツ振興法
・平成22年度東久留米市社会教育活動費補
助金交付要綱

手段
・

内容
活動費補助金の交付

全額補助 一部補助有

直営（委託無）

意図 市内スポーツ団体の育成

その他（　　　　　　　　　　　　　）

市全額

市独自上乗せ（上乗・横出）

対象 市内スポーツ活動団体（体育協会）

事業
形態

直営（委託無）

その他（　　　　　　　　　　　　　）

事業
形態

直営（委託無）

その他（　　　　　　　　　　　　　）

根拠
法令
等

自主的 義務的 努力義務的

・スポーツ振興法
・社会教育法

事務事業
番号

事務事業の目的
事務事業の対象、手段（事業内容）、意図

対象指標
（対象の数値指標化）

活動指標
（手段の数値指標化）

成果指標
（意図したことの結果の

数値指標化）

16-06-01

生涯学習課
ｽﾎﾟｰﾂ振興係

対象 体育指導委員(市の非常勤公務員)

事務事業名

指標 指標 指標

自主的 義務的 努力義務的

事務事業の概要
(根拠法令等、財源、上乗、形態)

体育指導委員
数

体育指導委員会運営
事業

手段
・

内容

①定例会(月1回)②専門部会等(年数
回)③研修会④スポーツ･健康推進団
体への委員派遣⑤上部組織への負担
金⑥実践活動

2,803

市全額

根拠
法令
等

5,192

・スポーツ振興法
・東久留米市体育指導委員に関する規則

全額補助 一部補助有

市独自上乗せ（上乗・横出）

実施回数

8,092

意図
自主的なスポーツ活動を行う個人や
団体の育成を図るため､研究･協議･連
絡調整を図り､実践活動を行う 3,236 5,438 8,674

委員参加率

8,196

5,289

3,004

16-06-02

生涯学習課
ｽﾎﾟｰﾂ振興係

対象
スポーツをやりたいと思っている市
民

スポーツをや
りたいと思っ
ている市民数

事業の実施回数
全額補助 一部補助有 市全額

市独自上乗せ（上乗・横出）スポーツ教室事業

手段
・

内容

①各種初心者･初級者教室②ニュース
ポーツデー③ジョイフルファミリー
ウォーキング④その他

7,761 1,918

4,592 1,883

事業
形態

直営（委託無）

その他（　　　　　　　　　　　　　）

9,679

意図
気軽に参加できる機会が得られ、自
主的にスポーツ活動を行い、継続し
てもらう 7,441 1,978 9,419

事業への参加
率（延べ参加
者数/スポーツ
をやりたいと
思っている市
民数）

6,475

16-06-03

生涯学習課
ｽﾎﾟｰﾂ振興係

対象
スポーツをやりたいと思っている市
民(小学生以上)

スポーツをや
りたいと思っ
ている市民数

事業の実施回数

根拠
法令
等

自主的 義務的 努力義務的

スポーツ大会事業

手段
・

内容

①尐年尐女駅伝大会②つなひき大会
③中学校スポーツ大会④その他

4,725 606

5,130 595

・スポーツ振興法
・社会教育法

全額補助 一部補助有

5,331

意図
気軽に参加できる機会が得られ、自
主的にスポーツ活動を行い、継続し
てもらう 5,322 840 6,162

事業への参加
率（延べ参加
者数/スポーツ
をやりたいと
思っている市
民数）

5,725

1,850

1,647

1,612 238

1,890

1,925 396 2,321

243

3,004
説明欄：
現事業の点検・評価を行い、委員会活動が
さらに機能するよう事業見直しを行う必要
がある。
また、会議や事業運営を委員が自立的に行
うことにより、より効率性を向上させる努
力が必要である。

所管課長 生涯学習課　 山下　一美

事務事業の方向性、項目別評価
及びその理由等

総合型地域スポーツクラブの育成

事務事業全体 一般財源分

24年度以降に向けた方向性： 現状維持
説明欄：

24年度以降に向けた方向性： 現状維持

24年度以降に向けた方向性： 現状維持
説明欄：

24年度以降に向けた方向性： 現状維持

説明欄：
体育協会・体育指導委員・学校関係者との
連携のもと、市民ニーズを調査し、より有
効な種目・実施内容とし、さらには健康関
連部署との連携を図りながら推進すること
で、継続性のある事業とする方向性を検討
する余地がある。
また、適正な受益者負担の設定に向けた研
究を行う必要もある。

7,761

7,441

説明欄：
現事業の点検・評価を行い、委員会活動が
さらに機能するよう事業見直しを行う必要
がある。
また、会議や事業運営を委員が自立的に行
うことにより、より効率性を向上させる努
力が必要である。

2,803

3,236

5,130
説明欄：
体育協会・体育指導委員・学校関係者との
連携のもと、市民ニーズを調査し、より有
効な種目・実施内容とし、さらには健康関
連部署との連携を図りながら推進すること
で、継続性のある事業とする方向性を検討
する余地がある。
また、適正な受益者負担の設定に向けた研
究を行う必要もある。

所管課長 生涯学習課　 山下　一美

4,592
説明欄：
体育協会・体育指導委員・学校関係者との
連携のもと、市民ニーズを調査し、より有
効な種目・実施内容とし、さらには健康関
連部署との連携を図りながら推進すること
で、継続性のある事業とする方向性を検討
する余地がある。
また、適正な受益者負担の設定に向けた研
究を行う必要もある。

所管課長 生涯学習課　 山下　一美

24年度以降に向けた方向性： 現状維持
説明欄：

24年度以降に向けた方向性： 現状維持

24年度以降に向けた方向性： 拡大
説明欄：

24年度以降に向けた方向性： 拡大

説明欄：
体育協会は、ＮＰＯ法人格を取得以降、市
の支援のもと、組織及び業務並びに財政に
おける健全性・安定性・効率性に努めてお
り、将来的には実質的な行政からの独立を
図り、自立的・自主的なスポーツ活動の実
現を目指すものである。

1,647

1,925

説明欄：
体育協会・体育指導委員・学校関係者との
連携のもと、市民ニーズを調査し、より有
効な種目・実施内容とし、さらには健康関
連部署との連携を図りながら推進すること
で、継続性のある事業とする方向性を検討
する余地がある。
また、適正な受益者負担の設定に向けた研
究を行う必要もある。

4,725

5,322

説明欄：

説明欄：
行財政改革アクション
プラン（補助金等の適
正化）→事業内容、決
算等の検証1,612

生涯学習課　 山下　一美

だれもがいきいき幸せに暮らせるまち 施策番号・名 16 保健医療の推進とスポーツの振興 基本事業番号・名

説明欄：
体育協会は、ＮＰＯ法人格を取得以降、市
の支援のもと、組織及び業務並びに財政に
おける健全性・安定性・効率性に努めてお
り、将来的には実質的な行政からの独立を
図り、自立的・自主的なスポーツ活動の実
現を目指すものである。

所管課長

説明欄：

説明欄：
指定管理者との事業整
理による見直し

東久留米市



平成23年度事務事業評価表（平成22年度振り返り）

政策名

所管課係名

事業費
（実績額）

人件費
（理論値）

トータル
コスト

実績値 実績値 実績値 ① ② ①＋② 事業費
（実績額）

事業費
（実績額）

（ 単位 ） （ 単位 ） （ 単位 ） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

事業費の概要説明
事務事業の方向性、項目別評価

及びその理由等

特定財源に伴う一般財源 一般財源 全庁評価会議
（24年度に向けた

方向性等）

16-06

事務事業
番号

事務事業の目的
事務事業の対象、手段（事業内容）、意図

対象指標
（対象の数値指標化）

活動指標
（手段の数値指標化）

成果指標
（意図したことの結果の

数値指標化）

事務事業名

指標 指標 指標

事務事業の概要
(根拠法令等、財源、上乗、形態) 事務事業の方向性、項目別評価

及びその理由等

総合型地域スポーツクラブの育成

事務事業全体 一般財源分

だれもがいきいき幸せに暮らせるまち 施策番号・名 16 保健医療の推進とスポーツの振興 基本事業番号・名

■ □ □ 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

116 17 14.66 必要性 4 有効性 3 達成度 3 効率性 3 必要性 有効性 達成度 効率性

（ 人 ） （ 人 ） （ ％ ）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

財源 □ ■ □

上乗 □ （ ） （ ） （ ）

□ □ 全部委託 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金

■ （ ） （ ） （ ）

根拠
法令
等

自主的 義務的 努力義務的

16-06-05

生涯学習課 対象 大会参加者

ゲートボール
競技の競技者
（体育協会加
盟者）

市全額

市独自上乗せ（上乗・横出）

事業
形態

直営（委託無）

その他（多摩北部都市広域行政圏協議会共同事業）

広域行政圏事業（多
摩六都ゲートボール
大会事業）

手段
・

内容

５市の共同事業としてゲートボール
大会を開催する

320 293

多摩六都スポーツ担当者連絡会会則

全額補助 一部補助有

0

意図
市域を超えた隣接の各市が相互に連
携し、共通する行政課題を効果的に
推進する 0

参加率

613

参加者数

24年度以降に向けた方向性： 廃止(完了･統合含む)
説明欄：
事業費の3/4は市町村総
合交付金である。

24年度以降に向けた方向性：

80
説明欄：
多摩北部広域行政圏構成５市の共同事業と
して平成１９年度より５年間５市輪番主管
制のもと開催に至った大会であり、当市主
管としては単年度（２２年度）で終了とな
る事業である。今後の方向性としては、多
摩六都スポーツ担当者連絡会議にて評価
し、協議の上自主運営の方式もひとつの方
向性として協議をすることとなる。

所管課長 生涯学習課　 山下　一美

説明欄：

説明欄：

東久留米市


